
緒　言

　近年，植食性魚類の採餌行動によって，磯焼け状態が長

期間にわたり維持されるだけでなく，天然藻場の衰退・消

失も生起しうることが明らかにされつつある。とりわけア

イゴSiganus fuscescensは天然藻場や造成藻場の衰退・消失

に係わる植食性魚類の食害種として注目されている1-13)。

しかしながら，従来は典型的な植食性魚類とみなされてい

たアイゴの食性においては，最近では動物性の餌料も重要

な餌であることが指摘されている。窒素炭素安定同位体比

分析によると，窒素分の摂取において動物性餌料に対する

本種の依存度は高く，雑食性の傾向が強いことが示されて

いる14,15)。カジメEcklonia cavaのみを与えて1年間にわたり飼

育した結果では，成長の停滞と斃死が報告されている16)。

また，冬季の低水温期におけるアイゴの低温耐性と餌の関

係について飼育実験で調べた上田・棚田17)は，餌として与

えた魚類（冷凍イカナゴとカタクチイワシ）をよく採餌し

たことを報告しており，併せて海藻も与えることで低温耐

性が高まったと考察している。

　一方で，採餌に係わる口部形態と消化管などの内部形態

については，アイゴは典型的な植食性魚類の特徴を備えて

いる18)。また，ガラモ場に出現したアイゴを対象としてそ
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の胃内容物を詳細に調べた最近の報告では，固着性動物や

ゼラチン質の動物プランクトンも摂取してはいるものの，

通常は特定の大型褐藻類を選択的に大量に採餌しているこ

とが示されている19)。藻体の被食状況を調べた野外調査で

もある特定の大型褐藻類が選択的に食害を受ける状況が確

認されている20)。さらに，飼育実験の結果でも，アラメ

Eisenia bicyclisのみを餌として与えてもアイゴは成長する

ことが確認されている21)。このように動物性餌料は栄養的

に大きく依存している重要な餌であるとの認識が強まりつ

つある反面で，やはり海藻類も主要な餌料の一つであるこ

とが改めて指摘されている。

　海藻だけでなく動物もかなりの比率で摂取するという事

実に基づけば，本種の食性は雑食性の位置づけになる。た

だし，雑食性というカテゴリーの範囲はかなり広い。一般

に小規模な陸水に棲む淡水魚でよく見られる，動物性と植

物性の餌の両方を日常的に利用する典型的なタイプ22,23)か

ら，主体となる餌は動物性か植物性のどちらか一方であり，

状況に応じて他方の異質な餌も利用するタイプまで含まれ

る24)。アイゴについては，動物性の餌の減少を補うために

海藻を摂取するとの見方も示されているが15)，どのような

タイプの雑食性に当てはまるのかは不明である。また，動

物性の餌と海藻とでは，形状も含めた素材の質感と餌の存

在様式が大きく異なるため，そのまま餌を与えて採餌させ

る実験では野外での餌利用の実態の解釈を誤らせる可能性

もある。

　そこで本研究では，動物性餌料と大型海藻のアイゴの餌

としての特性を検討するために，餌の形状や投与方法の条

件をできるだけ均一にして，動物性餌料と大型海藻を採餌

させる水槽実験を行い，アイゴによる両者の採餌パターン

を解析した。

材料と方法

供試魚，供試海藻，供試動物性餌料及び実験水槽

　アイゴは，2005年6月～2006年6月，2008年6月～2009年6

月にかけて山口県下関市豊浦町室津地先の定置網で捕獲さ

れ，それぞれ平均体長280±21 mm（平均値±SD）・平均

体重551±161 g（平均値±SD）の11個体と平均体長274±

20 mm（平均値±SD）・平均体重496±147 g（平均値±

SD）の9個体を実験に使用した。各個体には個体識別用の

標識を付けた。標識は厚さ0.5 mmの塩化ビニール板を直

径約10 mmの円形に切り抜いたもので（重量0.1 g未満），

これを背鰭第一棘の前方にアンカータグで固定し，色や模様

を変えることで個体識別した。アイゴには1日に2回（10：00

と16：00）配合飼料（林兼産業株式会社，ノヴァEP‐3）

を給餌した。採餌実験に用いた大型褐藻類は，山口県下関

市蓋井島で採集したジョロモクMyagropsis myagroidesとア

ラメEisenia bicyclis及びノコギリモクSargassum macrocarpum

の3種とした。ジョロモクとノコギリモクは屋外の曝気し

た水槽で，アラメは屋内で自然光が差し込む曝気した水槽

で養成した。採餌実験に用いた動物性餌料としては市販さ

れている冷凍のナンキョクオキアミEuphausia superba（以

下，オキアミという）の体長が約4～5 cm程度のものを使

用した。実験に使用した水槽は，循環濾過方式で加温冷却

装置を備えた角型FRP製水槽（容積1800 ℓ，幅2 m×奥行

1 m×深さ0.9 m）で，透明なガラス張りの面を一面備え

ており，ここから魚の様子を観察することができる。水温

は23℃に保った。

動物性餌料と大型褐藻類の餌としての特性評価

　アイゴの餌としての動物性餌料と大型褐藻類の特性を検

討するために，以下に記すデータ記録・解析を行った。実

験中のアイゴの行動はすべてテープ仕様の家庭用ビデオカ

メラ（NV-GS250，パナソニック）で撮影し，採餌回数な

どの行動解析を行った。野田ら25)で報告されているように，

アイゴは一噛みで藻体を噛み取るのではなく，藻体に食い

つくと同時に顎を小刻みに動かしながら複数回連続的に噛

み切る動作を行う。本研究ではこの一連の動作を一続き採

餌とし，一続き採餌の回数を採餌回数とした。

　餌料の成分を保持しながら形状を均一にするため，ゲル

化剤を用いた餌を作成した。ゲル化剤の選定にあたっては，

熱による餌料成分の変質を避けるため，また値段や安全性

を考慮し，常温の水とでも凝固するアルギン酸ナトリウム

を用いた。実験に用いたアルギン酸ナトリウム・海水・餌

の分量や作成方法は，以下の実験1～3の設計と方法の説明

の中で示す。また，アルギン酸ナトリウム自体がアイゴに

よって好んで食べられることはなく，逆に常に吐き出され

たりすることもない26)。ゲル化剤を用いた餌を使用した実

験1と2を2008年1月に，実験3を2010年1月に実施した。

実験1． 動物性成分と海藻成分の配合率を変えた人工餌の

採餌選択性実験

　海水150 mlと餌料50 gを家庭用ミキサー（National MX-

X43）にかけ，ほぼ液状に近い状態まで粉砕した。その懸
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濁溶液51 gとアルギン酸ナトリウム9 gを混ぜ，練り合わ

せたものを直径45 mmの円形のプラスチック板の土台に

約30 gとなるように半球状に整形した（Fig. 1）。この人工

餌を方形（1 m×1 m）の透明なアクリル板上に2個ずつ面

ファスナーで固定し水槽内に投入した（Fig. 1）。餌料には

オキアミとジョロモク藻体をそれぞれ重量比で，100：0，

80：20，50：50，20：80，0：100の割合にした5種の人工

餌を作成した。この実験では，空腹状態と飽食状態で採餌

選択性に変化があるかどうかについても検討した。1日2回

の配合飼料を給餌しなかった状態を空腹状態として，この

翌日に5種の人工餌をアイゴに1時間採餌させ，これを空腹

時の実験とした。空腹時の実験終了後，すぐに十分な量の

ジョロモク藻体を与えて2時間にわたり採餌させた後，再

び5種の人工餌をアイゴに1時間採餌させ，これを飽食時の

実験とした。なお実験中に人工餌がなくなった場合にはす

ぐに新たな人工餌を補充した。また水槽内の位置の影響を

均等にするため，5種の人工餌を投入した1時間の間は，餌

を取り付けた台を15分ごとに90度回転させた。ビデオ撮影

した映像から5種の人工餌の採餌回数を標識個体ごとに計

数することによって，空腹状態と飽食状態における動物性

成分と嗜好性の高い海藻成分の配合割合の相違と採餌選択

性の関係について解析した。

実験2． ゲル化剤で固定した動物性餌料と大型褐藻類の長

時間給餌実験

　この実験では，素材はそのままの状態ではあるが，餌の

採りやすさの条件をできるだけ均一にするために，アルギ

ン酸ナトリウムで餌を固めて団子状にした。アルギン酸ナ

トリウム10 gと海水56 ml及び餌（オキアミかジョロモク

藻体）50 gを混ぜ合わせて人工餌で用いた直径45 mmの円

形のプラスチック板の土台に団子状に盛り付け1個の餌と

した（Fig. 2）。ジョロモクは2～3 cmに切断し，オキアミ

はそのままの形で練り合わせた。このオキアミまたはジョ

ロモクを練り合わせた団子状の餌をそれぞれオキアミ団子

餌，ジョロモク団子餌と呼称する。オキアミとジョロモク

団子餌を2個ずつ上述のアクリル製の台に上述したやり方

で設置して水槽内に投入し，それぞれの団子餌におけるア

イゴの採餌回数を計数した。本実験は6時間連続で行い，

実験中に団子餌がなくなった場合にはすぐに新たな団子餌

を補充した。なお，水槽内での位置の影響を均等にするた

めに30分ごとに180度回転させた。標識個体ごとの採餌回

数を6時間の長時間にわたって比較することで，動物性餌

料と嗜好性の高い大型褐藻類の餌利用の時間的な様相と個

体差の影響について解析した。

実験3． 動物性餌料と嗜好性の異なる大型褐藻類の長時間

給餌での比較実験

　海藻の嗜好性の相違が動物性餌料の摂取に影響を及ぼす

かどうかを検討するために，動物性餌料と嗜好性の高い海

藻あるいは忌避傾向のある海藻の組み合わせで団子餌を作

成して比較した。動物性餌料としてはオキアミ，海藻の餌

料としては嗜好性の高いジョロモクと忌避傾向のあるアラ

メおよび忌避傾向の強いノコギリモクを使用した26)。団子

餌の作り方は，基本的に実験2と同様であるが，ノコギリ

モクは2～3 cm単位で切断して，アラメは葉状部を対象に

して前述した２種のホンダワラ類（ジョロモクとノコギリ

モク）にあわせて長さ2～3 cmで細切りにしたものをアル

ギン酸を用いて団子状に整形した（以後，ノコギリモク団

子餌，アラメ団子餌と呼ぶ）。本実験は5時間継続して行い，

そのうちの最初（0～1時間目）と中間（2～3時間目）と最

Fig.1
Fig. 1.  Appearance and layout of artificial food treated 

with different mixing rates of krill (Euphausia 
superba) and fucoid alga (Myagropsis myagroides).

Fig.2

 

Fig. 2.  Appearance of dumpling-like foods of krill (Euphausia 
superba, left) or fucoid alga (Myagropsis myagroides, 
right) coated with sodium alginate gel.
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後（4～5時間目）の１時間について採餌の様子をビデオカ

メラで撮影し，採餌状況を映像で確認するとともに，採餌

回数の計数を行った。また，実験中の団子餌の補充や位置

替えは実験2で述べた手順と同様である。大型褐藻類に対

するアイゴの嗜好性の違いによって，動物性餌料と大型褐

藻類との利用割合に変化が生じるかどうかについて採餌回

数で比較した。

結　　果

実験1． 動物性成分と海藻成分の配合率を変えた人工餌の

採餌選択性実験

　実験の結果をFig. 3に示した。空腹時と飽食時のいずれ

においてもオキアミ100％の人工餌で採餌回数が90回を超

えているのに対して，オキアミ80～0％の人工餌の採餌回

数は30回以下であった。アイゴは，空腹時と飽食時のいず

れにおいてもオキアミ100％の餌を集中して採餌し，オキ

アミ80～0％の人工餌の採餌回数とは有意差が認められた。

オキアミ80～20％の人工餌の利用について空腹時と飽食時

のそれぞれで比較した。空腹時にはオキアミ50～0％の間

で有意差はなく，さらに飽食時にはオキアミ80～0％の間

においても有意差はなかった。このように，ジョロモク成

分のみ（オキアミ0％）の人工餌も，オキアミ100％以外の

オキアミを含む人工餌とは同等に採餌される傾向が認めら

れた。

実験2． ゲル化剤で固定した動物性餌料と大型褐藻類の長

時間給餌実験

　実験の結果をFig. 4に示した。どの時間においてもオキ

アミ団子餌は，ジョロモク団子餌の2～4倍高い採餌回数を

示し，実験1と同様にジョロモクの餌よりもオキアミの餌

がよく採餌され，4～5時間を除いて有意差が認められた。

一方，ジョロモク団子餌の採餌回数は常に20回前後を維持

し，オキアミ団子餌を無制限に採餌できるにもかかわらず，

ジョロモク団子餌も一定の割合で採餌され続けた。また，

4～5時間目にはジョロモク団子餌の採餌回数が約30回と増

加した結果，オキアミ団子餌とジョロモク団子餌の採餌回

数の間に有意差が認められなくなった。

　上述の結果が，団子餌の好みに対する個体差が反映され

たためかどうかを検討するために，オキアミとジョロモク

の団子餌の6時間を合算したアイゴの個体ごとの採餌割合

をFig. 5に示した。個体A ～ Cのジョロモク団子餌の採餌

割合は45～55％にも達しており，オキアミ団子餌と同程度

かそれ以上にジョロモク団子餌を採餌している。個体D～

Gのジョロモク団子餌の採餌割合は30～35％で，ジョロモ

クも一定の割合で採餌していた。個体H～Kは，オキアミ

Fig. 3.  Feeding preference of Siganus fuscescens for five artificial 
foods in a tank test. Artificial foods are mixtures of krill 
and fucoid alga (Myagropsis myagroides) turned into fluid 
with a blender and solidified in hemispherical shape using 
sodium alginate gel. As bites usually occur in short bout of 
feeding, numbers of bites are represented as bout counts. 
Number of bites were averaged across eleven tagged fish, 
thus indicating sample size of n = 11. Error bars represent 
SE. Asterisks indicate significant differences at p < 0.05 
(Wilcoxon signed-rank test).

Fig.4
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Fig. 4.  Two-choice feeding experiment of Siganus fuscescens for 
testing preference of artificial foods of no processing krill 
(intact) or fucoid alga (cut in pieces of 2-3 cm) embedded 
within alginate gel. The present experiment was conducted 
continuously for 6 hours and artificial foods were always 
supplemented to have no lack of them. Asterisks indicate 
significant differences at p < 0.05 (Wilcoxon signed-rank 
test); ns, not significant. See captions to Fig. 3 for further 
details.
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団子餌を90～98％の比率で採餌しており，ジョロモク団子

餌の採餌割合は2～10％にすぎなかった。なお，ジョロモ

クの採餌割合が小さかったH，I，J，Kの個体の体長は，

268，280，249，310 mmであり，アイゴの体サイズとの

間に一定の傾向はなかった。このように，オキアミ団子餌

に採餌が偏る個体は認められはしたが，ジョロモク団子餌

をまったく採餌しない個体はなく，さらにジョロモク団子

餌の採餌割合がオキアミ団子餌の採餌割合と同等か上回る

個体も認められた。

実験3． 動物性餌料と嗜好性の異なる大型褐藻類の長時間

給餌での比較実験

　実験の結果をFig. 6に示した。オキアミ団子餌とジョロ

モク団子餌との比較では，オキアミ団子餌の採餌割合が70

～80%で，ジョロモク団子餌が20～33%を占め，いずれの

時間帯においても有意差が認められた。したがって，双方

の団子餌の利用頻度の相対的割合と時間経過に伴う団子餌

利用の推移パターンの点において，実験2の結果とほぼ同

様であった。オキアミ団子餌とアラメ団子餌との比較では，

双方の団子餌の採餌パターンはジョロモク団子餌の場合と

ほぼ同様であったが，アラメ団子餌の採餌割合は14～22%

とジョロモク団子餌よりも低い値を示した。オキアミ団子

餌とノコギリモク団子餌との比較では，ほぼオキアミ団子

餌のみを採餌し，ノコギリモク団子餌の採餌割合は8%以

下で，ほとんど採餌されなかった。ジョロモクとアラメ及

びノコギリモクの団子餌の延べ3時間分の採餌回数をすべ

て合算して，3種の海藻と採餌回数の間で多重比較検定（ス

ティール・ドゥワス検定）を行った。その結果，ジョロモ

クvsアラメには有意差が認められなかったが，ジョロモク

vsノコギリモク，アラメvsノコギリモクの間で有意差（p

＜0.05）が認められた。

Fig.5
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significant differences at p < 0.05 
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考　　察

　アイゴはもっぱら大型海藻を採餌する代表的な植食性魚

類と一般には見なされてきた。しかし，水槽飼育に基づく

アイゴの餌利用に関する近年の実験的知見では，動物性餌

料に対する依存性が示唆されている。実験的に冷凍オキア

ミや乾燥ヨコエビGammarus pulex及び魚類（冷凍イカナゴ

とカタクチイワシ）を与えると，活発に採餌して海藻類よ

りも採餌量が多くなり，強い嗜好性を示すことが報告され

ている15,17)。また，魚肉ミンチや冷凍オキアミ及び各種の

配合飼料でアイゴを飼育できることも従来から報告されて

いる16,21,27,28）。しかし，動物性餌料と海藻の素材の質感の違

い（餌の形状や硬さなど）が，動物性餌料に対する嗜好性

にどの程度影響を及ぼしているかは不明であった。本研究

では，アイゴ成魚は動物性餌料に対して明確な嗜好性があ

ることが示されただけでなく，餌の形状と投与方法を揃え

た採餌実験によって，その嗜好性は餌の成分に基づく味覚

的な反応であることが示唆された。

　従来から植食性魚類は，総じてタンパク質含量の少ない

藻類を主食とするために窒素欠乏に陥りやすく，それを補

う手段として副次的に動物を摂取する必要があるとの議論

がなされてきた29-31)。本実験でオキアミに強い嗜好性を示

したのはそのことを裏付けていると考えられる。ただし，

アイゴの嗜好性を調べるために使われた甲殻類や魚類など

の動物性餌料は，いずれも生き餌ではないため，餌の探索

や処理に要するコストは考慮されておらず，自然状態でそ

のような分類群の餌生物を実際に利用するかどうかは別問

題である。

　また，本研究の結果は餌としての海藻の重要性も併せて

示している。動物と海藻の成分を混合した人工餌と海藻の

みの成分からなる人工餌を比較すると，動物の成分を混合

した人工餌が優先して採餌されたわけではなく，海藻のみ

の成分からなる人工餌も動物成分を含む人工餌と同等に採

餌された（Fig. 3）。さらに，実験2の結果（Fig. 4）では，

オキアミを無制限に採餌できる状態であるにもかかわら

ず，多くの個体が一定の割合で安定してジョロモクをも採

餌し，海藻成分に対して一定した採餌欲求があることが明

らかとなった。これらのことは，海藻成分に対しても味覚

的な嗜好性を持つことを示唆している。この海藻への嗜好

性は，アイゴの味覚に関する電気生理学的な研究結果から

も支持される。すなわち，本種は海藻や植物に多く含まれ

るグルタミン酸に特異的に反応し，動物性餌料を主食とす

る魚類では見られないアミノ酸の応答パターン示すことが

報告されている32,33)。

　最近では，アイゴの体中の脂質成分として，通常の肉食

性や雑食性の魚類には非常に少ないn-6系多価不飽和脂肪

酸であるアラキドン酸が多量に見出されることが報告され

ている34-36)（Saito et al34)が化学分析した沖縄産シモフリア

イゴS. canaliculatusは現在ではアイゴS. fuscescensとされ

る）。アイゴの体中のアラキドン酸は，この脂肪酸を多量

に含む海藻類を餌として摂取することを通じて蓄積されて

いることが明らかにされている34-36)。アイゴの餌となるホ

ンダワラ類やカジメ科海藻にはアラキドン酸が多量に含ま

れている37,38)。さらに，この脂肪酸は，アイゴの栄養状態

にかかわりなく，魚体中に高い含有量を保っており，エネ

ルギー源としてだけでなく体内の生理作用に密接に係わる

必須脂肪酸であることも示唆されている35)。同様に，他の

植食性魚類（ノトイスズミKyphosus bigibbusとブダイ

Calotomus japonicus36），地中海産アイゴ科の2種39)）の体中

からも多量のアラキドン酸が見出されており，ノトイスズ

ミとブダイについては餌の海藻に由来することも確かめら

れている36)。このようにアイゴにとって重要なある種の栄

養分は海藻から摂取されており，実際に餌料源として海藻

が利用されていることが示唆されている。

　これまでアイゴの消化管内容物を調べた報告で，消化管

から動物性餌料が見出されてはいるものの15,19,40-44)，消化管

中から動物が多量に出現して実質的に最も優占する餌生物

が動物であったという報告はない。また，水中銃を使って

藻場で採集したアイゴ成魚の胃内容物調査の結果による

と，大型褐藻類の藻体に着生して生活する葉上動物を目的

として大型褐藻類を採餌しているわけではないことが明ら

かにされている19)。アイゴは動物性餌料に対して明確な嗜

好性を示すにもかかわらず，このようにアイゴ成魚が常に

動物の獲得を主目的にして餌の探索を行っていることを裏

付ける報告は現状ではない。

　一方で，アイゴの主食と考えられてきた海藻類について

も，実は動物性餌料を補う副次的な餌生物として摂取して

いるのではないかとの視点も提起されている。柴田ら15)は，

餌料源として海藻とともに摂取される葉上動物（ヒドロ虫

や端脚類など）を重視しており，これらの動物性餌料が不

足する場合に海藻の利用度合いが高まるのではないかと推測

している。上田・棚田17)は，クロダイAcanthopagrus shlegelii

による海藻利用の意義として海藻から生理的に有効な成分

の摂取と海藻摂取による越冬期の生存率向上が示唆されて
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いることを引用して45,46)，アイゴの海藻摂取も冬季の低水

温耐性を高めるための生存戦略の可能性があると主張して

いる。

　このような一見矛盾しているようにも見える水槽での採

餌実験による結果と消化管内容物の調査結果を統一的に理

解するには，アイゴの採餌に係わる形態の特徴及び餌生物

の動態と栄養特性を踏まえて議論する必要がある。

　一般にブダイ科・ニザダイ科・アイゴ科・イスズミ科の

植食性魚類は，小刻みに連続して口を開閉する一連の口の

動きによって藻類を摂取し，その口の動きを滑らかに行え

る構造の顎を持っている30,47,48)（ただし，ニザダイ科には

動物プランクトン食の種が複数おり，それに適した体型と

口部形態をもつ47)）。このような形態の顎は，藻類を効率

よく採餌するには非常に適している。しかし，逃避能力の

高い敏捷な動物の捕獲には，多くの魚類で見られる伸出性

のある顎で吸い取るという捕獲方法が効果的であるが49,50)，

上述した植食性魚類の顎は，顎の伸出がほとんどできない

かわずかで逃避能力の高い動物の捕獲には向いておらず，

アイゴも同様である。このような植食性魚類の顎の特性を

考慮すると，実際に野外でアイゴが主体的に採餌できる生

きた動物は，ゼラチン質の動物プランクトン（大型のカイ

アシ類やヤムシ類などは高い逃避能力があり，動物プラン

クトン食魚類でも特別な採餌手法を使う51)）と固着性動物

に限られると考えられる。事実，ニザダイ科とアイゴ科の

中の植食性傾向の強い種によるクラゲ類の主体的な採餌が

野外で観察されている52)。本邦産のニザダイPrionurus 

scalprumでもゼラチン質動物プランクトンが消化管から見

い出されている53)。また，サンゴ礁水域では動物プランク

トン食魚類によって排泄された浮遊中の新鮮な糞（した

がって動物性の糞）が，植食性魚類によって選択的に水中

から摂取されることが報告されている54)。アイゴについて

もゼラチン質動物プランクトンと固着性動物の摂取が報告

されており19)，台湾南部ではアイゴによるソフトコーラル

の採餌も報告されている55)。ただし，動物プランクトンは

集中分布する量的質的に不安定な変動しやすい餌資源であ

り56-58)，ゼラチン質動物プランクトンを採餌できる機会は不

規則と考えられる。また，固着性動物は一般に形態的・化

学的防御（硬い殻，刺胞，骨片，忌避物質や毒など59-64)）

を備え，分布も集中する傾向があるため，餌の処理や探索

にコストがかかり50)，日常的に多量に摂取できるとは考え

にくい。

　以上のことを考慮すると，やはりアイゴにとって生活の

基本となる餌生物は海藻類であり，日常的に大量に採餌し

ていると考えられ，消化管内容物の結果とも一致する19)。

大量に採餌する必要があるため，生理的に障害を起こす恐

れがある化学的な防御物質を含む海藻類の摂取はできるだ

け避ける。本実験3（Fig. 6）においても，忌避物質を含む

ために嗜好性が非常に低いノコギリモクはほとんど採餌さ

れなかった。その一方で，海藻類だけでは窒素不足に陥り

がちな状況を改善するために動物の摂取は有効である。逃

避能力の低いゼラチン質動物プランクトンの流入時や固着

性動物のパッチに遭遇したときのように，低コストで動物

を採餌できる状況では，その機会を逃さず集中採餌してい

ると考えられる。本実験2で際限なくオキアミを採餌した

のはそのことの表われと解釈する。少なくともアイゴは単

に動物性餌料が少なくなるとその餌を補充する，あるいは

生理的能力に係わる機能性成分を摂取するために，海藻を

採餌しているのではないと推察する。
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